
事業等のリスク
当社グループの業績および財政状態に大きな影響を及ぼす可能性があり、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性の

あるものは次のとおりになります。
これらのリスク発生の可能性を認識したうえで、発生の抑制・回避に努めています。なお、これらの内容は、すべてのリスクを

網羅したものではありません。

※	事業等のリスクは、インターネット上の当社ウェブサイトに掲載されている第106期有価証券報告書P15をご参照ください。
	 https://www.kewpie.com/ir/pdf/annual_report/2018/ir_20190228_106_yuho.pdf

リスク 発生の抑制に向けた取り組み

売上・利益貢献度が高いサラダ
調味料（マヨネーズ、ドレッシン
グ）の市場動向

•需要減退などによる市場縮小

•市場競争などによる当社の�市場占有率
の低下

市場の活性化による需要の掘り起こしと市場競争力の強化

•サラダ調味料以外の商品カテゴリーの育成と拡大

•新しい食シーンやメニューの提案

•健康ニーズへの対応などお客様の志向に沿った商品
の�開発と育成

•各部門が連携したコスト削減の継続

主要原料（鶏卵・食油）の価格変動 •主要原料の市況の著しい高騰

購買価格の安定化や必要数量の確保

•鶏卵:大手生産者との年間数量契約、一定価格契約、相場
でのスポット契約の組み合わせ

•食油:先物での手当て

製品事故、食品の安全性

•異物混入や誤表示など、消費者に健康
被害を及ぼすおそれのある製品事故

•社会全般にわたる重大な品質問題な
ど、当社グループの取り組みの範囲を
超えた事象

品質保証の充実による製品事故防止

•GFSI認定の食品安全マネジメントシステム（FSSC22000
など）の認証取得

•グループを横断した品質監査

•ＦＡ（Factory Automation）を活用した製品保証やトレー
サビリティ

•調達原料の品質規格管理システムの構築

事業展開地域の災害や疾病など
社会的混乱

•想定を上回る社会的混乱が発生し※、製
造や物流設備などの破損、原資材やエ
ネルギーの調達困難、操業に必要な人
員の確保困難などによる生産・販売能
力の低下

グループにおける売上・利益規模
が大きい株式会社キユーソー流
通システムとの関係

•保有している株式会社キユーソー流通シス
テム株式の議決権比率46％が低下し、同
社との人的・取引関係が変化するなどした
結果、同社が連結対象から外れること

※社会的混乱の具体的な事例

•大型地震や集中豪雨などの大規模な自然災害
•強毒型の感染症疾病の大流行
•継続的な広範囲における停電など、自然災害を起因としな

い大規模な事故
•テロや紛争など政治的問題
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